
1 番 6 番 7 番
10 番 14 番

9:54　開会
出席委員5名、委員外1名、会期1日
挨拶
【総務部所管事務調査】

総務部⻑ 挨拶及び概要説明
議事1　所管事務調査について

（1）新型コロナウイルス感染症対策について
総務部⻑ ・資料により説明

質疑
・個別接種の予約時間帯が16:00〜16:30の間とかなり限定されているが、もう少し範
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委員 2番 横田
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小林　敏之
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宮本　栄一 出席

税務課主査

松本　博史
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令和３年第9回総務⽂教常任委員会　要点記録

開閉会日時 令和3年10⽉19日（⽕曜日) 会議場所 別海町議会
委員会室2・3

開会 9:54
閉会 12:00

出席木嶋　悦寛出席
出席

尾岱沼⽀所⻑
角川　具哉 出席 伊藤　輝幸 出席 麻郷地　聡 出席 福原　義人 出席

財政課主査
池田　⼤海 出席 ⼤森　圭介 欠席 佐藤　貴也 欠席 ⼾野　晶雄 欠席

出席

中村　公一 欠席 佐々木いずみ 欠席
会計管理者 出納室⻑

監査委員
事務局

監査委員事務局⻑
千葉　　宏 欠席

⽣涯学習課主幹 中央公⺠館副館⻑

石川　　誠 出席 相澤　　要 欠席

別海
消防署

別海消防署⻑ 別海消防署副署⻑ 別海消防署副署⻑兼予防課⻑

山田　勝人 欠席 山桑　貴光 欠席 ⻄塚　隆幸 欠席

教育
委員会

石渡　一人 欠席 佐藤　　亮 出席 ⼤山　晋作
⽣涯学習課主査他 ⽣涯学習課主査

福原　義人 出席 堺　　　啓

欠席 恒川　敦史 欠席
⻄原　浩

上杉　⼤洋 平下　奈津⼦

出席
教育部⻑



令和３年第9回総務⽂教常任委員会　要点記録
囲を広げられないのか。

総務部⻑ ・所管が福祉部となるため、確認して後日お答えしたい。
・10⽉17日の感染者が出たということだが、その後感染の広がりはないのか。

総務部⻑ ・接触者の検査を実施するなど対応しており、今のところ広がりはない。
・他に質疑あるか。
・質疑なし
（2）地域おこし協⼒隊の推進と活動について

総合政策課⻑ ・資料により説明
質疑

・町内各団体とのタイアップなどは検討していないのか。
総合政策課⻑ ・制度利⽤促進のため、各課へ地域おこし協⼒隊の業務内容を周知していく。

・隊員の意思と与えられる業務のミスマッチを防ぐためにも協⼒隊員の⽣の声を聴き、エビ
デンスとして情報の蓄積していくことが必要。

総合政策課⻑ ・⾏政の事務仕事のみになってしまったり、逆に⾃由すぎる環境というのも新しい環境に
慣れていないければ⾝動きが取れなくなり、ミスマッチとなってしまう。今年4⽉に全隊員と
所属課⻑が集まり意⾒交換を実施し、好評だった。11⽉にもまた実施予定。何よりも楽
しく活動できる雰囲気づくりが必要と考えている。
・他に質疑あるか。
・質疑なし
その他　公職選挙法の改正に伴う各種公営制度の変更について
・資料により説明。
総務部　10:56　終了　休憩

11:08　再開　　　
挨拶
【教育委員会所管事務調査】

教育部⻑ 挨拶及び概要説明
　・⽣涯学習センターの⼯期を来年2⽉まで延⻑。可動式イスの⾦属部品がベトナム製で、
　ロックダウンにより⼯場稼働が停止し、納品が遅れている。現在は⼯場再開。
議事1　所管事務調査について

（1）新型コロナウイルス感染症対策について
学校教育課⻑ ・小中学校の修学旅⾏は、緊急事態宣言解除後に小学校3校、中学校3校が終了。

その他の学校も複式学校を除き、全ての学校で順次実施予定。⾏先については道内
で、感染リスクの高い札幌市は含まれていない。
・学芸会や⽂化祭は時間短縮や参観者の人数制限等を⾏い、順次開催している。
・抗原定性検査キットについては、中学校2校、幼稚園1園から申請があり、50個配付
を完了している。国に19箱・190個の検査キットを要望したが、14箱しか提供されなかっ
たため、町の検査キットと合わせて各学校に1箱ずつ10⽉15日から順次配付している。

教育委員会次⻑ ・緊急事態宣言の解除により、施設開放の町⺠限定要件を解除し、学校開放事業も
再開した。今⽉中は秋の再拡⼤防止対策期間であるため、各事業については感染リス
クを考慮した上で延期・中止の判断、実施時には引き続き感染対策を講じていきたい。

質疑
・質疑なし
（2）別海高等学校教育⽀援事業（通学費助成）について

学務課主査 ・資料により説明
質疑

・申請回数が多くなるのは保護者の手間になるのでは。
・申請をどのタイミングでするのかは年に1・2・4回の中から保護者が選択できるようになっ
たということで、必ず4回申請をしなくてはいけないというものではない。

学務課主査 ・おっしゃるとおり。どのタイミングで申請手続をするかは保護者次第となる。
・他に質疑あるか。
・質疑なし委員 一同

寺尾
委員⻑ 7番 木嶋

寺尾

委員⻑ 7番 木嶋
委員 一同

委員⻑ 7番

委員⻑ 7番 木嶋

委員⻑ 7番

委員⻑ 7番 木嶋

佐藤
委員⻑ 7番 木嶋

浦山

寺尾

浦山
委員⻑ 7番 木嶋

委員⻑ 7番 木嶋

木嶋

委員 一同
委員⻑ 7番 木嶋

委員⻑ 7番 木嶋
副委員⻑ 14番 佐藤

委員⻑ 7番 木嶋
池田

木嶋

山田

選挙管理委員会書記

池田

委員⻑ 7番 木嶋
委員 一同
委員⻑ 7番 木嶋

石川

佐藤
委員⻑ 7番 木嶋
委員 2番 横田



令和３年第9回総務⽂教常任委員会　要点記録
（3）⽂化サークル活動の振興と課題について
・資料により説明

質疑
・活動人数減を⾷い止めるためには⽂化活動の意義の発信や学校開放など環境の構
築が必要ではないか。

⻄公⺠館⻑ ・コロナの影響等により活動の範囲が狭まっている。年齢により趣味・趣向が異なるため、
NEXTBETSUKAIのユーチューブでの動画配信など、新しい⽂化との連携等が必要。
・いろいろな手法を⽤いて、活性化につなげていくことが必要。

教育部⻑ ・成果の発表の場などを提供していきたい。
・他に質疑あるか。
・質疑なし
その他　コロナ禍における各公⺠館等における⽂化祭等⾏事の実施状況について
・コロナの影響により、中央公⺠館、各分館ともに11⽉から展⽰事業を中⼼に⽂化祭
事業を開催予定。
・中央公⺠館では11⽉26日から作品展、11⽉19日から21日で芸術⽂化祭として
園児・児童・⽣徒作品展、12⽉8日から12日で芸術⽂化祭地域選抜作品展、12⽉
17日から20日で芸術⽂化祭書道展と併せ、根室管内総合⽂化祭を開催予定。

⻄公⺠館⻑ ・⻄春別地区総合⽂化祭は規模を縮小し、展⽰部門のみ開催。平時において開催
している事業や共催事業はいずれも中止し、上⻄春別中の定期演奏会だけは観客を
限定し学校での開催となった。
　展⽰は「道東著名作家特別展」が10⽉20日から、「総合作品展」が10⽉21日から
10⽉24日まで⾏う。
・上春別地区でも規模を縮小し、作品展⽰会のみ11⽉6日、7日に地域センターで開
催予定。

東公⺠館⻑ ・感染対策に努めながら、各種屋内・屋外事業を実施。
・地域⽂化祭は展⽰・⼦供部門のみとし、規模を縮小して開催予定。その他、通年事
業や成人講座の開催を予定している。
・今年度はコロナにより、例年と⽐べ事業の本格実施は遅かったが、事業の計画目標は
おおむね達成できた。

図書館⻑ ・11⽉27日に絵本作家を招いて講演会「絵本ライブ」を開催予定。感染対策のため、
定員を40名としている。また、講演会に併せ原画展を11⽉18日から28日まで実施。
その他　別海高等学校からの要請（タブレット導入）助成について

学務課⻑ ・10⽉15日に別海高校の校⻑、⽗⺟と先⽣の会会⻑、運営協議会会⻑からタブレット
端末導入助成の要請を受けた。道⽴学校では、令和4年度から1人1台端末導入する
こととし、その端末は⽣徒個人が持ち込む方式（BYOD）となることから、各家庭への負
担が⼤きくなるため、町への導入費助成の要請があったもの。
　現在、教育委員会において、助成の実施に向けて内容・財源等検討しており、詳細
が決定次第、常任委員会で説明させていただきたい。
・現段階で助成額は導入費⽤の60％程度を考えているが、そうなると新1年⽣全員分
を助成する場合でも総額で約360万円になるため、財源の問題が出てくる。これから来
年度当初予算編成の時期でもあるため、早急に内容を検討する。最低でも新1年⽣分
のタブレット費⽤の助成はできるよう進めたいと考えている。
また、低所得者世帯の⽣徒については、高校から端末を貸与することとなる。

閉会挨拶
12:00　閉会

委員⻑ 7番
小村

教育部⻑ 山田

福原

宮本

委員⻑ 7番 木嶋

副委員⻑ 14番 佐藤

田村

委員⻑ 7番 木嶋

中央公⺠館副館⻑
委員⻑ 7番

委員⻑ 7番 木嶋

木嶋

木嶋

堺

委員⻑ 7番 木嶋

委員⻑ 7番 木嶋
委員 一同

田村

中央公⺠館副館⻑ 小村

山田


